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１．はじめに 

著者らはモバイル通信環境（4Gおよび今後の5G）を利

用した低遅延・高品質な映像を伝送するシステムをこれま

で開発し，その有効性を交通・防災等の地域見守りで検証

してきた．これまでは電源を外部から供給し運用するシス

テムだったためカメラ設置位置に制約が大きかった．申請

者らのグループでは持ち運びが可能なバッテリー（液体燃

料を想定）を電源とすることでモバイル通信環境であれば

どこからでも映像伝送が行えるシステムを開発した．これに

より災害発生時に現地の映像を取得することが期待できる．

本申請では，富士山をモデルケースとして運搬・設置・運

用が可能かどうかを検証する． 

２．実験内容 

今年度取り組んだ実験として，(1)映像伝送実験と

(2)LoRa 通信実験についてそれぞれの取り組みを紹介す

る． 

(1) 映像伝送実験 

2022/7/16 – 2022/9/2の期間10秒に1枚の静止画像

と1分に5秒間の動画像を撮像し，著者らが管理す

るサーバに伝送した．実際に設置したシステムは

図１の赤丸で示している． 

(2) LoRa通信実験 

2022/8/14 – 2022/8/15 の期間に静岡県内をGPS機

能つきLoRa子機とともに移動し，富士山頂に設置

したLoRa親機との通信が可能か，可能であればど

の程度の通信強度かを調査した． 

図１ 設置した映像伝送システム（図中の赤丸） 

３．実験結果 

(1) 映像伝送実験 

著者らがこれまで設置してきたシステム同様富士

山頂からであってもデータの欠損なく映像が伝送

できることが確認できた．実際に富士山頂から南側

を向いて撮像を行った静止画像を図２に示す．ま

た，当該期間に撮像した静止画像から生成したタ

イムラプス動画像を京都大学から公開した1)．図３

に公開したサイト（ https://jh170034.kudpc.kyoto-

u.ac.jp/MtFuji/ ）のサムネイルを示す．また，本公

開サイトにおいてタイムラプス動画像を表示するた

めに著者らが開発を行ったVideoViewer2)を利用し

ている． 

(2) LoRa通信実験 

富士山測候所から40〜50km離れた駿河湾内にお

いても-111〜-130 dBmの通信強度でLoRa通信が

疎通したことを確認した．図４は各時刻における

GPS情報とLoRa通信強度を二次元の地図上に可

視化したものである． 
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５．おわりに 

富士山山頂という悪条件下のもとでも我々の持つ高品

質な映像伝送を行うことができる技術の有用性を確かめる

ことができた．また，LoRa通信においては，富士山山頂と

駿河湾という遮蔽物がない環境下であれば40km離れてい

ても通信が可能ということを確認できた． 
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図 2 富士山頂から南を向いて撮像を行った静止画像 
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図３ 京都大学より公開予定のタイムラプス動画像の閲覧Webサイト 

図４ 駿河湾からの LoRa通信強度を地図上にプロットした結果 
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